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山梨県美容業生活衛生同業組合

　山梨県美容業生活衛生同業組合（深澤仁理事
長）は、甲府市緑が丘に美容専門学校の新校舎を
建設、6月29日に関係者約200名が出席し竣工式
を行った。
　現校舎の老朽化に伴い建設された新校舎は998
平米、組合の敷地内に1階にはパーマやカットなど
の実習室、2階には講義のための教室が設備されて

おり、9月からの実習・講義に向けて設備等の導入を
進めている。
　7月13日には新校舎において「第29回山梨県美
容技術選手権大会」が開催された。大会には107名
の美容師・美容専門学校生が参加し、ヘアスタイル
競技だけでなく、留袖や中振袖などの着付競技、学
生ネイルアート、ストリートカット競技などが行われた。
　参加選手はそれぞれがエントリーした競技に挑
み、日頃から研鑽を重ねてきた技術をもとに、制限時
間内でファション性や芸術性の調和、独自の創造
性・感性などを競い合った。
　この大会は、全日本美容技術選手権大会の山梨
県予選も兼ねており、選抜された成績優秀者は、10
月20日（火）に北海道で開催される、全日本美容技
術選手権大会への出場権が与えられる。全国大会

は世界大会にも繋がっており、今後、世界を舞台に
活躍できる大きなチャンスの場ともなっている。
　深澤理事長は、「美容業界は日々 多様化が進む顧
客ニーズや最新ファッションに対応して、流行に敏感
な顧客を満足させる高度で新しい技術の提供が必
要とされている。美容専門学校の新校舎建設を機
に、創造性と技能を備えた人材の育成のために学生
の技術向上はもとより、業界として次代を担う人材の
養成に繋げ、将来・業界のリーダーとなり活躍して行
ける人材が育つことに期待を寄せている」と述べた。

　協同組合山梨県流通センター

　協同組合山梨県流通センター（栗山直樹理事
長）では、７月６日に特定社会保険労務士の雨宮隆
浩先生を講師に、「マイナンバー制度研修会」を開
催した。研修会には、経営者をはじめとして組合員

企業の総務担当者など80名以上が参加、マイナン
バーについて初めて説明を聞く参加者がほとんど
で、新たに導入される制度に対する関心の高さがう
かがえた。

　研修会で雨宮先生からは「10月から日本
国内の全住民一人ひとりに12桁のマイナン
バーが通知され、来年１月より社会保障・労
務・災害対策などの手続きに必要になると
ともに、事業者は従業員の社会保障や税務
関連の届出等に記載が求められる。また、
事業者には従業員ごとのマイナンバーの保
管・廃棄や安全管理措置を講ずる義務が課
せられている」などの制度の概要と事業者
としての留意点の説明が行われた。
　栗山理事長は、「マイナンバーの導入に
対して、組合として適確な情報提供を行い、

組合員企業が
制度導入への
対応準備を効
率的に進めら
れるように努め
て行きたい。今
回の説明会は
社会保障面に
関する変更点
および法改正
に伴う注意点だったが、２回目の10月には税務面の
課題について税理士を講師に説明会の開催を計画
している。今後も、組合員各企業が戸惑うことなくマ
イナンバー制度が導入できるように努めて行きた
い。」と組合員企業へのサポートを続けて行くことと
している。

山梨県食品工業団地協同組合

　山梨県食品工業団地協同組合青年部（金井芳
朗部長）は、青年部発足10周年を記念して、7月9日
から12日までシンガポールのビジネス事情を知るた
めの視察研修を実施した。
　日本アシストシンガポールは、日本企業がシンガ
ポールを活用して周辺の東南アジア市場でビジネ
スを拡大していくために、最適なソリューションを迅
速に提供している。また、関連会社のシンガポール
最大の日系レンタルオフィスとして開業4年で累計
250社に利用されているクロスコープも視察、様々
な経歴の持ち主である関泰二代表取締役から現地
のネットワーク、最新情報、商品やサービスの提供
及び商品企画などビジネスプロデュース会社の手
法について説明を受けた。
　シンガポール西部では、最大規模のショッピング
センター（総床面積約2万坪、テナント数約450店

舗、来場者数500万～700万人／月）『ジュロン・ポ
イント』を見学。このショッピングセンターの一角に
WAttention Plazaがあり、その中に日本食レスト
ラン街、日本製品のアンテナショップ街があるが、地
方公共団体、企業等が物産展を開催するなど盛況
であった。自社製品をPRしたり、感触を得るには最
良の場所と感じた。
　伊勢丹ジュロンイーストでは、シャトレーゼの店舗を
始め、日本製品の展示、レイアウト等を見学した。物
価が高いために日本の3倍の売価にもかかわらず、
消費者に受けいれられているのは、日本製品に対す
る安全・安心感が浸透しているからであるという。
　シンガポール日本食店舗では№1のシェアを持つ
RE&S社では、専門的な自動化技術と食品研究室
を擁した近代的なセントラルキッチンを視察。日本食
にこだわりながら、消費者ニーズを的確に捉えた商

品開発とISO22000による徹底した衛生管理、生
産・配送の効率化等による消費者の顧客満足度
アップなど、発展を続けている企業の極意を関口修
司副社長から学んだ。
　日本の人口が減少し国内マーケットが縮小する
中、人口が増加し経済発展を続ける東南アジアの
マーケットへの進出による中小企業の生き残り策の
学習と海外の人脈とのネットワークができた意義の
ある海外研修となった。
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講師の雨宮特定社会保険労務士

美容学校「竣工式」セレモニーの様子

美容技術選手権大会（着付の部）

山梨県美容専門学校“新校舎”が完成!
～記念式典・美容技術選手権大会を開催～
山梨県美容専門学校“新校舎”が完成!
～記念式典・美容技術選手権大会を開催～
山梨県美容専門学校“新校舎”が完成!
～記念式典・美容技術選手権大会を開催～
山梨県美容専門学校“新校舎”が完成!
～記念式典・美容技術選手権大会を開催～

マイナンバー制度への対応を知るマイナンバー制度への対応を知るマイナンバー制度への対応を知るマイナンバー制度への対応を知る

多くの参加者のあった研修会


